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 ３  地域・漁業協同組合と連携した体制づくり 

 

社会福祉法人清育会 大島保育園 

（園児数：57 名・職員数：10 名） 

  

１．園の状況 

当園は、高知県の西端宿毛市の西部に位置し、漁港と海面に映える大島連峰を眺望でき

る。当園は、地震が発生した場合、直接的な影響が大きい。津波浸水深が５～10 メートル、

津波到達時間が 20～30 分で、避難に際してはブロック塀や老朽家屋の倒壊などの影響を受

ける事が想定されている。保護者の勤務先については、範囲が広く、地震の際のお迎えが

危惧されるところである。  

 

２．園での取組 

１）課題 

 当園は地理的にも津波被害は免れず、先にも述べたように津波到達時間が 20～30 分、津

波浸水深が５～10 メートルと想定され、子どもたちをより迅速に安全に避難させるかとい

うことが大きな課題となっている。 

子どもたちが避難する際、避難車及びリヤカーへは１・２歳児が約 10 名乗れるが、乗

りきれない子どもは保育士がおんぶ紐で背負い、歩ける園児の手を引いての避難となる。

避難車等をけん引する際の職員数などを考えると、１・２歳児２クラス 26 名に職員４名と

調理員での体制では十分ではない。これらの課題に対応していくためには、園だけでの体

制では限りがある。そこで、近隣にある漁協と連携した避難体制づくりに取り組んだ。 

２）漁協と連携した避難体制づくり 

避難訓練実施にあたっては、事前に園長が漁協に日時・内容等を文書で知らせ、それぞ

れの役割分担等の確認を行った。実施当日は、漁協職員他約 20 名が参加してくださり、避

難車等への乳児の移動・避難車等のけん引・おんぶ紐で園児を背負って逃げるなどの役割

を担っていただいた。（表１） 

訓練の流れは、地震発生として廊下の窓等を揺らし、地震を知らせるベルを鳴らす。そ

れと同時にそれぞれの場所で保育士の指示に従い身を守る。その後、揺れがおさまると避

難の指示に従い、３～５歳児は、担任が防災リュックを持ち、クラスの子どもの人数把握、

幼児の防災頭巾の着用、水筒を確認、上履きのままで裏山へ避難をさせる。１・２歳児に

ついては、調理員が防災リュックを持ち、担任・調理員・漁協職員が避難車・リヤカー・

おんぶ紐によって避難を行った。 

実際に避難訓練に参加した漁協職員からは、「保育園の避難の大変さやどうやって避難

するのかがよくわかった」「幼児の避難は、園だけでは大変だということがよく分かったの

で、今後も協力したい」などという声をいただいた。 

今回の訓練は、漁協職員の皆さんと連携して取り組んだことにより、特に課題であった

乳児の避難を迅速に行うことができた。しかし、漁協が平成 25 年５月に移転したことによ

り、これまでのような連携した避難を行うことが難しくなった。今後の取組として、地域
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住民の皆さんとの連携、近隣の小学校と連携した避難体制を検討するなど、新たな避難体

制を構築していきたいと考えている。 

 

３．今後に向けて 

先に述べた地域と連携した避難体制の確立はもとより、日常から避難路や施設等の安全

点検を行うとともに、有事の際にはすぐに避難できるように、３歳児以上の園児は日頃か

ら、上履きを履かせている。特に、子どもたちの避難で危惧される午睡時には、枕元に水

筒・シューズ・防災頭巾等を準備し、すぐに持ち出しができる体制を整え、実際の避難訓

練を通して工夫・改善を行っている。 

今後も課題を洗い出すことにより実態に応じた対応策を考えていきたいと思う。 

 

 

表１ 

避難訓練実施・評価表 

日   時 平成 23 年 ９月 １日(木曜日） 10 時 00 分 

場   所 大島保育園 

参 加 者 園児・保育士・職員・漁協職員他 

設 定 内 容 

地震・津波発生（部分訓練） 

○激しい揺れを感じ机の下や押し入れの下に避難する。         

○「津波の心配がありますので、近くの山に避難しましょう。」の放送の

指示に従い、地域の方や保護者の助けをかり、避難場所まで逃げる。人数

の確認。 

実 施 訓 練 

非常ベルと同時に窓や戸をたたいて揺れの恐ろしさを音で聞き、園庭にで

る。地域の方々と一緒に避難場所まで走る。１・２歳児は、避難車・リヤ

カーを引いてもらう。歩きの弱い子は、おんぶ紐を使って避難する。人数

の確認。 

訓 練 時 の 

状 況 

各クラスで、活動中、擬音(戸や窓、壁をたたく音)と共に、非常ベルが鳴

り、地震発生の放送で、机の下や押し入れの下に隠れる。揺れがおさまり、

「津波の心配があるので、避難場所(小学校裏山)に避難しましょう」の放

送と共に非常階段や近くの出口を利用して避難する。         

１・２歳児は、避難車・リヤカーに乗り、数人は保育士や地域の方におん

ぶや抱っこをしてもらって避難する。 

反 省 ・ 評 価 

・地域の方の協力と戸や窓の揺れや擬音もあって、いつもとは違った避難

訓練が体験できた。 

・各クラスとも非常階段や出口を使い、スムーズに避難できた。 

・３歳以上児は、上履きでの避難であったが、戸惑うことなく指示通りに

スムーズに避難できた。 

・１・２歳児も避難車やリヤカー・おんぶ紐を使った避難にも慣れて、泣

いたり、パニックになる子どももいなかった。 

・５分程で、全員無事に避難できた。 

・今後も常時津波に対する危機感をもって、訓練を繰り返し行うことによ

り、子どもたち自身が自ら行動できるようにする。 


